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町
厨
⑳
⑳
恥
囲
観
憩
易
け
冒

…
新
し
い
町
長
●

町
議
会
議
員
き
ま
る
…

方
自
治
の
本
旨
で
あ
り
ま
す
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、

初
心
を
忘
れ
ず
誠
心
誠
意
努
力
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
、
、

　
何
と
ぞ
町
民
総
ぐ
る
み
で
本
町
の

発
展
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

て
、
就
任
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま

す
。

肇
　
　
震

鯉　
　
絶

礪ρ
稲田一重
田野・64歳

　無・農業

　
任
期
満
了
に
伴
う
東
郷
町
長
及
び

東
郷
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
・
へ
月
六
日

に
投
票
か
行
わ
れ
、
即
日
開
一
匹
の
結
果

新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
．
．

　
町
長
選
挙
で
は
、
前
町
長
と
前
助

役
の
二
人
が
迄
候
補
し
ま
し
た
が
、

前
助
役
の
木
村
映
一
氏
が
初
当
選
し
、

今
後
四
年
間
、
町
政
を
損
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
二

卜
二
人
が
立
候
補
し
、
開
票
の
結
果
、

前
卜
一
入
、
元
四
人
、
新
人
一
人
の

ト
六
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
、

　
投
票
率
は
、
九
四
・
，
二
八
％
（
男

－
几
．
一
。
」
ハ
○
％
、
女
L
几
「
五
・
ド
且
噌
八
α
り
）

と
前
回
の
九
五
・
八
九
％
を
や
や
下

回
り
ま
し
た
．

、

　
養
汽

ユ
b

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち

、　「、、
▲8月8日に行われた当選証書付与式

輯

ヒ
、
、

　
　
　
一

、
講
椒

弓
木

町長

　
私
は
、
去
る
八
月
六
日
に
執
行
さ

れ
ま
し
た
東
郷
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
多
数
の
御
支
持
を
い
た
だ
き
当

選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
不
肖

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
四

年
間
、
町
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
添

う
よ
う
全
．
知
全
能
を
傾
け
町
政
発
展

の
た
め
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
．

　
さ
て
、
本
町
は
先
輩
諸
賢
の
御
努

力
に
よ
り
ま
し
て
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
社

会
資
本
の
整
備
な
ど
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
．
、
し
カ
し

今
我
が
国
の
現
状
は
、
情
報
化
、
技

術
革
新
、
国
際
化
、
高
齢
化
と
慌
た

だ
し
い
政
治
経
済
の
動
き
の
中
で
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
発
展
い
た
し
て
お

り
ま
し
て
、
片
時
も
行
政
の
足
踏
み

は
許
さ
れ
な
い
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
私
は
、

三
つ
の
信
条
と
五
つ
の
行
政
課
題
を

掲
げ
、
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
の
あ

る
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
努
力
す
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

一、

ｴ
潔
な
行
政

二
、
公
平
公
正
な
行
政

三
、
対
話
の
行
政

　
を
信
条
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
行

政
課
題
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

一、

{
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

　
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

二
、
教
育
の
振
興
と
地
域
文
化
の
高

　
揚
に
努
め
ま
す
。

三
、
快
適
な
環
境
と
安
心
し
て
住
め

　
る
町
づ
く
り
の
た
め
社
会
資
本
の

　
整
備
充
実
に
努
め
ま
す
．
．

四
、
商
工
等
の
振
興
と
企
業
誘
致
に

　
よ
る
働
く
場
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

五
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
福
祉
社

　
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
の
公
約
を
果
た
す
た
め
、
地

《
町
長
選
挙
得
票
》

当
選
木
村
映
一
　
二
、
九
九
〇
票

次
点
甲
斐
誌
朗
　
　
一
、
四
六
七
票

投
票
総
数
四
、
五
三
三
票
、
有
効
投

票
四
、
四
五
七
票
、
無
効
七
六
票

講
郵
∴

一∴

誉
卸
蕗

　　

@
く
禁
…

　
当
選
の
感
激
を
忘
れ
ず
に
、
初
心

に
返
り
、
愛
す
る
町
民
と
塗
上
の
発

展
活
性
化
に
つ
と
め
．
町
民
の
皆
様

が
等
し
く
、
豊
か
に
、
幸
せ
に
な
る

町
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
，

　
平
成
の
年
号
に
恥
じ
な
い
生
ま
れ

か
わ
っ
た
東
郷
町
を
目
指
し
て
、
町

民
と
の
対
話
を
町
政
に
生
か
す
べ
く

努
力
す
る
と
土
ハ
に
、
活
力
あ
る
町
づ

く
り
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
い
．

爲
　匿τ一

　艦酌

ぐ擁
畝原孝純
小野田・41歳

無・会社貝

　
健
全
な
議
会
機
能
の
確
立
の
上
に
、

住
民
の
附
託
に
こ
た
え
る
べ
く
最
善

の
努
力
を
す
る
と
共
に
、
誇
れ
る
東

郷
町
と
し
て
の
環
境
作
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
．

　　

@
　
↑
〉
難
謬

◎
毒

、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
活
動

に
徹
し
た
い
．

、
農
林
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
を

図
り
、
町
民
の
社
会
福
祉
向
上
に

努
め
た
い
．
．

・
つご、

つ
と報町ド成厄年9月号㌦‘）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
麦

へ
拶
～
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
哲
轟

．
r
嬢
惹
ご
醐
鷲

　
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
議
会
の

機
能
を
発
揮
し
、
明
る
い
住
み
よ
い

東
郷
町
の
石
づ
く
り
に
最
善
の
努
力

を
し
ま
す
、
農
林
業
振
興
、
基
盤
整

備
、
社
会
福
祉
向
上
に
誠
心
誠
意
努

力
し
ま
す
一骨

耀「a
作
歳
業

幸
6
2
林

　
・
農

田
野
・

黒
。
無

　
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
環
境
整

備
と
農
林
業
の
振
興
、
教
育
と
福
祉

行
政
の
充
実
、
高
速
道
路
の
早
期
実

現
と
企
業
誘
致
に
最
善
の
努
力
を
す

る
．
、

虻

、
、
　
識
、

》
、
7

矢野貞夫
坪谷・59歳

　無・農林業

　
町
政
の
発
展
と
町
民
の
豊
か
な
、

そ
し
て
幸
せ
な
生
活
を
実
現
す
る
た

め
農
林
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
日
向

市
の
背
後
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
経

済
の
活
性
化
に
努
力
す
る
。

齢
ゐ
新名甫史
福沖貝。59歳

　無・農業

　
議
会
制
民
主
主
義
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
地
域
住
民
の
声
を
町
政
に
反

映
し
住
民
優
位
の
行
政
に
徹
し
、
農

林
畜
産
業
の
振
興
、
古
同
齢
者
に
安
ら

ぎ
、
若
人
に
希
望
と
夢
を
持
た
せ
る

施
策
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

　
　
也
議
業

　
　
行
．
つ
設

《
魏

　
若
者
が
、
希
望
の
も
て
る
町
づ
く

り
に
努
め
ま
す
．
．
そ
の
た
め
に
は
、

生
活
環
境
の
整
備
、
農
林
業
の
振
興

と
、
雇
用
の
場
促
進
に
誠
意
を
持
っ

て
努
力
し
ま
す
、

》
ジ
・

隅恵〆

黒木　勝
迫野内・64歳

　無・農業

　
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
町
民
の

声
を
心
と
し
て
議
会
活
動
に
専
念
し

ま
す
。
①
地
場
産
業
の
育
成
と
雇
用
．

促
進
②
農
業
後
継
者
と
花
嫁
対
策
③

道
路
網
の
整
備
と
生
活
環
境
改
善
①

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
．
、

僧

　
義
歳
9
銀

　
寺
鶴

一、

ｬ
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
活
動

　
を
基
本
信
念
と
す
る
。

一、

n
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

生
活
環
境
の
整
備
充
実
と
、
平
成
時

代
を
拓
く
豊
か
で
明
る
い
町
へ
の
基

盤
づ
く
り
を
め
ざ
す
、

唾7建

成合亀行
羽坂・63歳

　無・農業

　
選
出
さ
れ
た
そ
の
信
頼
を
基
本
と

し
て
、
初
心
を
忘
れ
ず
活
力
あ
る
町

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る
。
農
業

後
継
者
の
育
成
と
花
嫁
対
策
な
ど
、

誠
実
と
実
行
を
モ
ッ
ト
ー
に
精
進
努

力
し
て
期
待
に
応
え
た
い
。

織趣

佐藤輝夫
迫野内・53歳

　無・農業

　
郷
土
の
発
展
と
自
然
を
生
か
し
た

観
光
地
づ
く
り
に
と
り
く
み
、
企
業

を
誘
致
し
雇
用
の
場
を
つ
く
り
、
若

者
の
U
タ
ー
ン
に
努
め
る
。
ま
た
、

町
営
住
宅
等
の
増
築
を
は
か
り
活
性

あ
る
息
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

慰
三浦文人
坪谷・58歳

　無・農林業

　
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
郷
土
の

発
展
と
町
民
の
豊
か
な
暮
し
を
守
る

た
め
、
社
会
福
祉
、
農
林
業
の
振
興
、

教
育
の
向
上
、
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
．
、

　轟畢
　蔭＼・

φ》

新名哲朗
福沖亘・68歳

　無・農業

　
人
間
性
豊
か
な
町
づ
く
り
を
課
題

と
し
て
、
次
の
事
の
実
現
に
努
力
す

る
。

　
、

　
福
祉
の
充
実

、
企
業
の
誘
致
育
成

、
農
林
業
の
振
興
と
道
路
の
整
備

躍
轟
騎
’
㌧

く

守

謬
中
墾

田

　
の
び
ゆ
く
東
郷
町
の
建
設
を
目
ざ

し
て
、
町
民
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
、

教
育
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の

整
備
、
農
林
業
の
亀
嵩
皿
整
備
、
働
く

場
所
の
確
保
に
、
個
人
と
し
て
も
真

摯
に
議
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

…｝《
ｬ
議
会
議
員
　
選
挙
得
票
》

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
…
当
選

　

…
当
選

…
当
選

…
当
選

…当

I

　当

I
…
当
選

…
当
選

…
当
選

…
次
点

　
　層　　「　響　r　－　　F

黒
木
九
一

稲
田
稀
重

畝
原
孝
純

稲
田
英
雄

直
野
哲
義

黒
田
幸
作

矢
野
貞
夫

新
名
甫
史

黒
木
行
也

黒
木
　
勝

寺
原
国
義

成
合
亀
行

佐
藤
輝
夫

三
浦
文
人

新
名
哲
朗

田
中
　
守

奈
須
熊
雄

橋
口
昭
夫

三
一
C
票

二
七
三
票

二
五
二
票

二
三
四
冊
示

二
三
一
西
示

二
二
三
票

二
二
一
票

二
二
〇
票

二
一
八
面
示

二
一
四
票

二
一
二
面
示

二
〇
八
苗
示

一
九
七
票

一
九
六
票

一
九
一
票

一
．
八
九
票

一
五
九
票

一
五
．
八
票

甲
斐
善
重
郎
一
五
八
票

黒
木
捨
義
　
一
五
七
票

田
代
安
夫
　
一
五
五
票

黒
木
太
郎
　
一
一
四
票

新前新前前削兀兀剛目ll削剛前前新元前前前剛兀削

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…　

兜
[
総
数
四
、
五
三
四
票
、
有
効
投
…

…
票
四
、
四
九
二
票
、
無
効
四
二
票
…

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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町
政
の
限
り
な
い
発
展
を

祈
怠
し
て

穆
q碧

高森文夫

　
東
郷
町
長
と
し
て
の
任
務
を
終
わ

る
に
あ
（
／
1
り
、
町
民
の
皆
様
方
に
謹

ん
で
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
．
．

　
私
は
、
昭
和
六
レ
年
．
八
月
レ
一
日

に
執
行
さ
れ
た
東
郷
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
町
民
多
数
の
方
々
の
御

支
援
を
い
た
だ
き
、
町
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
、
与
え

ら
れ
た
任
期
の
四
年
間
が
早
く
も
経

塞
い
た
し
ま
し
た
．

　
回
顧
す
れ
ば
、
町
政
の
混
乱
に
よ

り
生
じ
た
行
政
の
不
正
常
々
二
日
も

早
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
と
、
目
前

に
迫
っ
て
い
た
牧
水
生
誕
百
年
の
式

典
と
諸
行
事
を
滞
り
な
く
完
了
さ
せ

る
の
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
最
初
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
．
．

　
以
．
来
、
皆
様
に
お
約
束
い
た
し
ま

し
た
「
．
清
廉
潔
白
、
誠
心
誠
意
、
精

．
杯
、
公
平
無
私
」
を
信
条
に
し
て

「
明
る
く
て
平
和
な
住
み
良
い
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
一
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
文
字
ど
お
り
悪
戦
苦
闘
し
て
ま

い
り
ま
し
た
．
幸
い
に
し
て
、
町
議

1
退
任
あ
い
さ
つ

会
を
は
じ
め
、
町
民
各
位
の
御
指
導
、

一
鞭
燵
、
ま
た
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

そ
の
時
々
の
難
関
を
切
り
開
き
な
が

ら
、
大
過
な
く
前
進
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
位
の
温
情
と
寛

容
に
よ
る
も
の
と
存
じ
、
こ
の
機
会

に
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
．

　
た
だ
、
不
肖
不
敏
の
た
め
に
町
民

各
位
の
御
期
待
に
沿
い
得
な
か
っ
た

点
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
汗

顔
の
至
り
と
恐
縮
い
た
し
ま
す

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
私
な
り
に

誠
心
誠
意
、
微
力
を
傾
け
、
職
務
の

遂
行
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

の
で
、
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
何
と
ぞ
お

許
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
．
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
．
、

　
な
お
、
退
任
を
い
た
し
ま
し
て
も

私
は
一
町
民
と
し
て
、
町
政
に
い
さ

さ
か
な
り
と
も
寄
与
い
た
す
べ
く
努

め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
に
よ
ろ
し
く
御
厚
誼
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
．　
終
わ
り
に
あ
た
り
、
町
民
各
位
の

御
多
幸
と
町
政
の
限
り
な
い
発
展
を

御
祈
念
申
し
あ
げ
、
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す

脚…脚…
農林産品展へ悪難のお願」

　　産業文化祭11月11日～12日

　今年度の産業文化祭は、11月10日から12日ま

での3日閻、町中央公民館及び町総合グラウン

ドで開催されますが、農林産品展については、

例年出品数が少ないようです。

　本年は、今から計画的に作付を行い、できる

だけ多くの出品をお願いします．

．憩

鷲
ノ’う

馳菌

K
　
　
　
　
　
　
㎝

航”，

消
費
税
確
定
申
告
書
と

　　

@　

e
種
届
出
書
の
提
出
期
限
等
の
お
知
ら
せ

　
、
平
成
．
兀
年
四
月
・
五
月
・
六
月

　
及
び
七
月
決
算
法
人
の
消
費
税
の

　
確
定
申
告
と
納
期
限
は
、
本
年
の

　
場
合
、
特
例
で
十
月
二
日
（
月
）

　
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
　
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人

　
は
そ
の
確
定
申
告
書
を
期
限
内
に

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
、

　
消
費
税
は
お
忘
れ
な
く
最
寄
り
の

　
金
融
機
関
で
納
付
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
、

二
、
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
場
合

　
に
は
、
「
消
費
、
税
課
税
事
業
者
届

　
出
書
L
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
．
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
事

　
業
者
は
速
や
か
に
提
出
さ
れ
る
よ

　
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
、
簡
易
課
税
の
適
用
を
受
け
る
た

　
め
に
は
、
「
消
費
税
簡
易
課
税
制

　
度
選
択
届
出
書
一
を
提
出
す
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
．
、
ま
だ
提
出
し
て

　
い
な
い
課
税
事
業
者
は
、
十
月
二

　
日
（
月
）
が
提
出
期
限
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
、
、

　
な
お
、
消
費
、
税
の
申
告
と
納
付
の

芸
’

、♂’

r
亨
．
，
享
，
一
，
一
，
一
喝
．
∋
，
，
∋
‘
．
，
・
9
；
「
欄
．
・
．
．
．
一
，
「
「
．
ヨ
ー
，
轟
，
，
一
，
己
蚕
i
｝
，
「
呈
，
一
，
「
量
．
ち
｝
，
3
；
｝
，
，
，
，
，
，
，
；
ち
’
，
，
，
3
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　

～
．
／
　
‘

手
続
き
や
各
種
届
出
書
に
つ
い
て
お

分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
延
岡
税
務
署
間
税
部
門
（
電

話
●
九
八
ニ
ー
三
二
一
＝
コ
ニ
〇
一
）

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．
．

“（鍛

叢釜

｛

勲
等

　
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
，

　
昨
年
生
産
さ
れ
た
方
で
販
売
で
き

る
方
が
い
ま
し
た
ら
町
観
光
協
会
事

務
局
（
企
画
財
政
課
内
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
、
殼
つ

き
の
ま
ま
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

三
白
円
で
す
、

、
つ

こ“、
つ

と報田丁卜成：ノ亡年9月号一
」

90

ﾎ
以
上
瀞
4
7
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
「
敬
老
の
日
」
・
：

　
九
月
卜
五
日
の
「
敬
老
の
日
一
は
、

国
民
み
ん
な
で
長
寿
者
を
お
祝
い
し

士
ナ
ー
レ
」
ご
つ
．

　
東
郷
町
で
は
、
八
十
歳
以
土
の
長

寿
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
、
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、
各
公
民
館
で
も
い

ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
∫
．
げ
、
い
ま
す
、

100歳以上

地区名 氏　　　名 1年齢 地区名 氏　　　名 年齢
福 塩　月　テ　イ 101 ・卜野田 橋　ロ　ハ　ツ 101

90歳以上

　
今
年
は
、
八
十
歳
代
の
人
が
三
〒
日

十
八
名
、
几
十
歳
代
の
人
が
四
十
五

名
、
百
歳
代
の
人
が
二
名
と
な
∫
．
て

い
ま
す
一
こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
に

努
力
し
げ
、
、
．
知
略
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
．

（
年
齢
は
、
平
成
二
年
四
月
「
日
ま

で
に
達
す
る
年
齢
．
．
人
数
は
平
成

．
早
年
八
月
十
六
日
現
在
の
住
民
登

録
が
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
．
）

ρ

地区名 i　氏 　　1ｼ 1年齢 地区名 氏 名 年齢
寺 迫 黒　木 日出夫 90

鶴野内 塩　月 ト　ラ 92

〃 山　本 松次郎 92
〃 黒　木 猛： 91

福 瀬

　
田
　
村
．

しF　吉 9（．）
〃 山　内 綱五郎 91

〃 小　林 ミ　ヤ 92 〃 金　丸 盛　松 9疋．）

〃 新　名 μ｛『　　」r
C1　　口　　　；

96 〃 小　林 初三郎 91

小野田 i占　野 　　　…}スエ
9（．）

〃 争　山 ミサヲ 9し1

〃 小　林 留三郎 92

迫野内． 黒　木 文　f乍 90

〃 肥　田 サカヨ　： 94

八重原 1甲　斐 チ　ェ 1　9〔｝

〃 ！田　中 ヨ　　ノ 91
〃 伊　東 由兵衛 90

〃 佐　藤 †鐘次郎 92 田 野

　
那
　
須
．

．嘉　市． 93

〃

1
福
　
谷
1 キクエ 90

羽 坂 黒　木 ハツエ
9し1

F
F

立　山 カ　ネ
91

〃 甲　斐 彌　占 94

η 森　田 マ　チ　　　． 94
f
中 深 草　野 新　．．ヒ…

　
9
7
2

〃 土　　田 キクノ 93 η 若　杉 善　作． 91

FF

谷　口 多　市 9〔1
〃 三　浦 マ　　ツ 97

u

　
金
　
内
i ハ　　→一　． 9〔｝ 〃 三　浦 キ　ク ；　93

〃 ：黒　田 ア　イ 91
F「 ．矢　野 フ　　ク 91

〃 岩　本 カ　ヨ 92 ’「

那　須 ヨ　ネ …go

〃 里　見 ト　ク 93
坪 谷 和　田

．k火　　1

wミ　2
91

鶴野内 中　平 堅　古 90 lF

寺　原 フ　　ジ 90

〃 南　濱 ト　メ　． 92 Fl

那　須 力　彌　　　1 93

〃 西　村 ト　ン 91 越 表 ：河　野 辰　治 95

〃 黒　木 タ　ク 91

呪
竃

闘

姉
妹
都
市
宜
野
湾
市
へ

　
町
内
の
小
学
校
の
児
童
十
五
名
（

東
郷
小
八
名
、
福
瀬
小
四
名
、
坪
谷

小
二
名
、
越
表
小
「
名
）
が
、
七
月

二
十
九
日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で

沖
縄
県
宜
野
湾
市
を
訪
れ
交
流
を
行

い
ま
し
た
．
．

　
宜
野
湾
市
と
は
、
戦
争
中
に
現
在

の
宜
野
湾
市
か
ら
福
瀬
、
坪
谷
に
学

童
疎
開
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
昭

和
六
十
年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、

文
化
、
産
業
、
教
育
等
を
通
し
て
交

1
1

流
を
図
り
両
市
町
の
友
好
を
深
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
今
回
宜
野
湾
市
を
訪
れ
た
「
行
は
、

滞
在
期
間
中
、
地
域
チ
ど
も
会
と
の

」
父
汰
砒
や
施
孔
畝
の
一
見
…
早
な
ど
亭
ル
何
い
、

夜
は
受
入
家
庭
へ
の
民
泊
を
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
．
．

　
こ
の
学
童
交
流
は
、
昭
和
六
卜
二

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回

が
三
回
目
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
．
．

露
噌
饗
，
．

艦

凱

レ
大
十
三
子
ど
も
会
と
交
流

㌧
　
コ
、

♂躯醗’渦・

謬漏譜警

レ
海
洋
博
記
念
公
園
で
海
水
浴
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▼i憩嬉霞㊥竃～「牧水公園」納涼バス～

今年の夏は、宮崎交通の納涼バスが　牧水公

陳Lへ数回連行しましたが、8月ユ2日には、地

ノ亡の坪谷．青年団と仲深青＝年団の皆さんが、公園

内で盆おどりを実施、訪れた人たちを楽しませ

てくれました．

また、商工会のビアガーデンや、町青年団に

よるヨーヨーすくい、わたがし、やき鳥等の販

売も好評で、夜の更けるのも忘れさせました。

　▼牧水ふれあい釣り大会
　し　　　　　　　～商工会青年部～
・7月23日、商工会青年部主催による「牧水ふ

れあい釣り大会」が、坪一谷川牧水記念館前で行

われました．

当日は、町内外から約1，300人が訪れ、放流され

たマス釣りやマスのつかみ取りを楽しみました、

今年が初めての試みでしたが、予想を上回る

参加者に、主催者側は「これをきっかけに来年

につなげたい」と言うことでした。

　　　　　　　　　　　　　ヂ釦一L埴劇」「
　　　　　　　　　　　　　レ　　　　き　　　　　　，鱒薄日iト・；
　　　　　濁；泓認藤ピi
　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　モ　　　　　　　　　　　　　iツ；
　　　　　　　　　弊梅iクi

　　　　　　　　　　　サゼ　　レ　　　　き
▲安全樋嘱して救生口
東郷町からは、約100人の生徒が日向市内の高校へ

自転車通学していますが、高校各種学校父母の会は、

7月13日、この通学生の自転車点検を実施しました、

当日は、日向市内の3つの高校の生徒指導の先生

や日向警察署、また小野田の畝原自転．丁丁の協力を

得て、ブレーキ点検など行い安全運．転を呼びかけま

した。

叢趨．

　－

灘
甑
唖

痢

　　▲消防操法大会～日向支部～
　7月30日、日向市美々津運動公園で第37回日向支

部消防操法大会が開催されました．

東郷町からは、小型ポンプ操法の部に第1部1小

野田）と第7部〔寺迫）が出場し、日頃鍛えた技術

を競いました。

蕨
摘
む
野
路
な
つ
か
し
く
去
年
想
う

健
か
に
し
て
今
年
も
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

た
ち
ま
ち
に
蚕
が
桑
を
喰
む
よ
う
に

雑
木
林
は
ハ
ル
プ
に
伐
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

藪
か
げ
に
埋
れ
る
一
揆
の
墓
あ
ま
た

ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
芝
山
を
折
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

五
月
雨
の
冠
岳
は
み
ど
り
冴
え
峰
間

を
．
霧
の
漂
い
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

八
十
余
年
生
き
き
し
母
が
病
め
る
身

と
な
り
て
気
弱
に
独
り
悲
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　　▲灯ろう流し
8月16日、山陰百姓一揆300周年の記念行事として、

耳川の河原（東郷橋下）で灯ろう流しが行われました，

参加したのは申込みをしていた40名で、小雨の降

る中、先祖の霊をしのびました．
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．
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
”
と

は
、
訪
問
販
上
冗
な
ど
で
い
っ
た
ん
悶
貝

つ
契
約
を
し
た
後
、
よ
く
考
え
た
ら

自
分
に
は
不
要
だ
と
思
’
．
た
よ
う
な

場
合
、
　
一
定
期
間
内
↑
へ
日
間
．
申

し
込
み
を
し
た
日
、
あ
る
い
は
契
約

を
し
た
日
を
含
む
）
で
あ
れ
ば
、
消

費
者
側
か
ら
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
．
．

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
制
度
が

適
用
で
き
る
取
り
引
き
内
容
（
訪
問

販
売
、
判
賦
販
売
な
ど
）
、
期
間
、
対

象
商
品
や
サ
ー
i
ビ
ス
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
．
．
契
約
書
に
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
り
ま
す
の
で
、
業
者
は
、
消
費
者

か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
申
し
出

が
あ
れ
ば
、
必
ず
受
け
取
r
．
た
代
金

を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
消

費
者
は
、
損
害
賠
償
金
や
違
約
金
を

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
，

必
ず
書
面
で

　
　
　
通
知
す
る

　
消
費
者
に
と
r
．
て
大
切
な
こ
と
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
で
き
る
期
間

内
に
、
書
面
て
通
知
す
る
こ
と
で
す

電
話
で
解
約
を
申
し
出
る
と
、
「
担

当
者
が
い
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
一

遇
日 傍
欝

a
奪
鄭
で
ず
か
？

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
”
と

訪
問
販
上
冗
な
ど
で
い
っ
た
ん
悶
貝

へ
約
を
し
た
後
、
よ
く
考
え
た
ら

〃
に
は
不
要
だ
と
思
’
．
た
よ
う
な

口、

@
一
定
期
間
内
↑
へ
日
間
・
申

㌢
淋
を
し
た
日
、
あ
る
い
は
契
約

し
た
日
を
含
む
）
で
あ
れ
ば
、
消

H
側
か
ら
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

・
き
る
制
度
で
す
．
．

／
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
制
度
が

嗣
で
き
る
取
り
引
き
内
容
（
訪
問

兀、

ｻ
賦
販
売
な
ど
）
、
期
間
、
対

同
品
や
サ
ー
i
ビ
ス
が
法
律
で
定
め

札
て
い
ま
す
．
．
契
約
書
に
、
ク
ー

／
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
の
記
載
が

ワ
ま
す
の
で
、
業
者
は
、
消
費
者

り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
申
し
出

め
れ
ば
、
必
ず
受
け
取
r
．
た
代
金

魁
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
消

百
は
、
損
害
賠
償
金
や
違
約
金
を

仏
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
，

な
ど
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
理
由
を
つ

け
て
時
間
稼
ぎ
を
さ
れ
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

内
容
証
明
郵
便
な
ど
の
書
類
で
行
う

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
な
お
　
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
期
間
は
、
取

り
引
き
内
容
に
よ
　
．
て
異
な
り
ま
す

か
ら
、
契
約
時
に
よ
く
確
か
め
〆
、
く

だ
さ
い

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
返
金
が
な
い
、
何
度
催

足
し
て
も
ら
ち
が
あ
か
な
い
と
い
う

と
き
に
は
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

安
易
な

　
契
約
は
や
め
る

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
突
然
方
問

し
て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
へ
ー
ス

に
巻
き
込
ま
れ
！
、
し
ま
う
な
ど
、
当

†
・
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
T
・
T
・
Y
・
7
・
Y

電
気
の
素
人
工
事

　　

@
は
事
故
の
も
と

　
一
般
家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
設

備
は
、
国
家
試
験
に
合
格
し
た
一
電
気

工
事
者
の
資
格
が
な
い
と
、
工
事
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
r
．
て
い
ま
す

簡
単
だ
か
ら
と
か
、
安
あ
が
り
だ
か

ら
と
い
’
．
て
、
無
断
工
事
す
る
と
、

思
・
わ
ぬ
電
気
火
災
や
感
電
事
故
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
．
一

　
コ
ー
ド
配
線
や
タ
コ
足
配
線
は
事

故
の
も
と
で
す
．
安
全
で
便
利
な
屋

内
配
線
を
電
気
工
事
店
に
依
頼
し
ま

ー
ノ
，
三
・
つ
｝

　
　
　
　
　
財
九
堀
．
屯
気
保
安
協
会

予す．に易，でい益契事制

　　　　　　　・不を間度

》

●

匡
り
」

者
間
が
対
等
な
状
況
に
な
い
ま
ま

約
を
結
ん
だ
と
き
、
消
費
者
の
利

が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な

よ
う
に
と
設
け
ら
れ
！
、
い
る
制
度

す
．
．
し
か
し
、
消
費
者
側
も
、
ク

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
あ
る
か
ら
と
安

に
契
約
す
る
の
で
な
く
、
契
約
前

よ
く
考
え
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
は

き
り
言
う
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

））

g
り
鶴
血
盈
虚

　
東
郷
町
で
は
、
毎
回
多
く
の
方
か

ら
献
血
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
毎
年
夏
場
は
、
血
液
の
在
庫

が
不
足
し
が
ち
で
す
．
．

　
次
の
日
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

ア
願
い
し
ま
す
｝

9
月
1
1
日

。
⑳
時
～
1
2
時

前
　
　
東
郷
町
役
場

0
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
4
5
分

　
　
　
農
協
東
郷
支
店

　　　　　　¢

髭醗譲
細
墨
画

ノ　、

　り．

　　’卍‘　　・
∠劇L、印　　ほ

協
拘
㊧
4
り
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冠
山
保
学
会

　
あ
る
日
、
宮
崎
か
ら
来
た
知
人
が

私
の
書
斎
に
あ
が
り
、
窓
か
ら
冠
山

を
眺
め
て
一
、
り
つ
一
い
い
山
で
す
ね
．
．

あ
な
た
の
庭
園
で
す
ね
…
…
一
と
．
．

前
に
も
延
岡
か
ら
酉
島
が
封
〆
、
同
じ

し
で
つ
な
事
和
二
．
∵
ロ
ブ
．
た
　
一
い
い
山
だ
．
．

耳
－
田
に
わ
4
3
お
い
か
ぶ
さ
一
’
．
〆
、
屹
立
一
げ

て
い
る
形
か
い
い
　
大
き
い
田
石
石
が

屏
風
の
如
く
た
∫
．
て
い
る
．
岩
肌
も

見
え
、
中
国
の
山
水
画
の
一
面
に
も

見
え
る
．
あ
れ
で
中
腹
以
下
の
彬
の

植
林
が
興
を
削
い
で
い
な
け
れ
ば
．
ご

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
の
年
、
役
場
前

に
大
き
い
歌
碑
が
建
1
、
ら
れ
た
．

　
う
す
紅
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え

　
い
で
〆
、
　
咲
か
む
と
す
な
り
山
ざ

　
く
ら
花

　
除
幕
式
で
東
村
君
が
朗
詠
し
た
時
、

私
は
参
列
席
に
て
朗
詠
を
聞
き
つ
つ

正
面
の
冠
山
を
見
た
．
厳
と
し
げ
、
こ

ち
ら
を
見
ド
う
し
！
、
い
る
．
一
碑
は
冠

山
キ
死
1
1
に
一
二
、
建
〆
、
・
り
れ
〆
、
い
て
、

謎
歌
を
見
る
と
正
面
の
冠
山
も
五
つ

と
映
り
、
碑
と
山
と
が
一
体
と
な
ズ
．

て
い
る

　
町
外
か
ら
見
え
た
方
々
が
一
様
に

冠
山
の
姿
を
賞
讃
し
て
く
れ
る
．
．
姿

形
、
緑
の
木
々
、
岩
肌
も
す
ば
ら
し

い
が
、
何
と
い
’
．
て
も
見
せ
た
い
の

は
山
ざ
く
ら
花
で
あ
ろ
う
．
．

　
役
場
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見

る
と
山
ざ
く
ら
は
点
在
し
て
い
る
が
、

羽
坂
公
民
館
か
ら
見
た
冠
山
の
中
腹

は
、
山
ざ
く
ら
で
ぎ
’
．
し
り
と
薄
紅

に
埋
め
つ
く
さ
れ
ガ
、
い
る
｝
し
か
し
、

こ
こ
で
も
杉
の
植
林
が
山
の
味
わ
い

を
半
減
し
て
い
る
．
．

　
植
林
も
大
事
で
あ
る
が
、
二
つ
と

な
い
こ
の
冠
山
の
自
然
美
を
こ
わ
し

！
、
し
ま
っ
た
．
一
綾
町
の
大
橋
を
三
回

も
見
に
行
っ
た
が
、
あ
の
広
大
な
照

葉
樹
林
を
見
る
た
び
　
．
よ
く
残
し
て

く
れ
た
も
の
だ
』
と
ひ
と
り
で
感
謝

の
念
を
深
く
し
ノ
、
い
る
．
．

　
牧
水
が
愛
し
た
尾
鈴
山
も
国
策
の

植
林
行
政
で
景
観
が
半
減
し
て
い
る
，

日
本
全
国
自
然
を
守
る
会
が
、
国
策

に
】
矢
を
報
い
て
は
い
る
が
．
．

　
諸
塚
村
で
の
ブ
＋
林
の
保
護
対
策

は
、
入
郷
地
域
を
は
じ
め
県
下
全
域

に
警
鐘
を
促
し
げ
、
い
る
、

　
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
東
郷
町

が
誇
る
空
山
、
観
音
滝
、
西
林
、
尾

鈴
山
、
楠
森
塚
等
の
保
護
対
策
を
講

じ
よ
う
．
．
幸
い
こ
の
度
、
町
に
お
い

て
自
然
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
た
と

聞
く
。
こ
れ
の
具
体
化
を
急
ぎ
、
ま

す
冠
山
の
保
護
対
策
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
．
、　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

一
三
2
2
曽
2
2
聖
主
三
皇
婁
雪
二
二
智
智
智
暑
巽
妻
二
二
署
2
塾
塾
2
2
智
智
堕

⑦
牧
水
の
歌

町
内
の

歌
碑
め
ぐ
り

八
坪
谷
中
学
校
〉

レ
役
場
か
ら
見
た
生
山

教
育
長
　
渡
辺
邦
彦

　
わ
か
竹
の
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
子
ど

も
ら
よ
、
倶
す
ぐ
に
の
ば
せ
　
身
を

た
ま
し
ひ
を

　
坪
谷
中
学
校
の
玄
関
の
す
ぐ
前
に

こ
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
、

　
牧
水
生
誕
百
年
の
昭
和
六
十
年
、

坪
谷
中
学
校
（
蔵
寺
中
柄
長
）
の
職

員
の
皆
さ
ん
の
間
で
「
坪
谷
中
学
校

は
牧
水
生
家
の
す
ぐ
隣
り
合
わ
せ
の

学
校
で
あ
り
、
偉
大
な
る
歌
人
牧
水

の
ふ
る
さ
と
の
学
校
で
あ
る
．
牧
水

生
誕
百
年
の
こ
の
意
義
あ
る
年
に
、

本
校
に
在
職
し
た
記
念
と
し
て
歌
碑

を
建
て
よ
う
一
と
相
談
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
年
の
三
月
末
の
人
事

異
動
で
転
出
し
た
二
名
の
先
生
に
も

こ
の
話
を
も
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
ぜ

ひ
と
の
快
諾
が
あ
り
、
十
三
名
の
職

掌
が
浄
財
を
出
し
合
っ
て
建
て
た
も

の
φ
」
す
、

　
こ
の
年
は
、
既
報
の
と
お
り
坪
谷

小
学
校
に
も
歌
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
が
、
石
材
の
運
搬
は
坪
谷
小
学
校

の
石
材
運
搬
作
業
に
併
せ
て
応
援
を

得
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
建

立
作
業
に
あ
た
っ
て
は
坪
谷
中
の
P

T
A
の
皆
さ
ん
が
労
力
奉
仕
を
さ
れ

職
員
の
熱
意
に
応
え
て
戴
い
た
よ
う

で
す
、

　
除
幕
式
は
こ
の
年
の
九
月
七
日
置

行
わ
れ
ま
し
た
、
一
私
も
招
か
れ
て
参

列
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
職
員

と
P
T
A
の
皆
さ
ん
の
う
る
わ
し
い

協
力
体
制
に
感
動
し
頭
の
下
が
る
思

い
が
し
ま
し
た
、
、

　
さ
て
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま
し
、
軌
う
｝
、
こ
の
歌
は
先
に
七
月

号
の
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た
東
郷

中
学
校
の
歌
碑
の
一
う
つ
く
し
く
清

き
思
ひ
出
と
ど
め
お
か
む
…
」
の
歌

と
同
じ
く
一
連
（
九
首
）
の
歌
で
す
．
．

大
正
十
二
年
（
牧
水
三
十
八
歳
）
の

頃
の
作
で
、
　
『
や
よ
、
少
年
た
ち
よ
』

と
題
し
て
詠
じ
た
中
の
一
首
で
あ
り

ま
す
．
一

　
牧
水
は
二
男
二
女
の
子
供
達
を
育

て
ま
し
た
が
、
こ
の
歌
は
そ
の
自
分

の
子
供
等
に
対
す
る
親
の
諭
（
さ
と

し
）
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
．
一
ま
た
、

世
の
少
年
少
女
達
へ
呼
び
か
け
た
願

望
で
も
あ
／
．
た
の
で
し
．
小
う
．
．

　
な
お
、
こ
の
歌
碑
の
裏
面
に
は
、

寄
付
を
な
さ
っ
た
十
三
名
の
職
員
の

皆
さ
ん
の
氏
名
も
刻
ま
れ
て
あ
り
ま

す
．
．
こ
の
う
ち
、
校
長
の
蔵
満
糺
さ

ん
、
技
術
員
の
富
山
フ
ヂ
さ
ん
は
、

す
で
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
．
、
つ
つ
し

ん
で
哀
障
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

レ
坪
谷
中
学
校
歌
碑

・
つこ、

つ
と報田丁1ζFJ文刀二」年乱9 月写』q

、

「
」
〔
日
、
『
．
」
「
〕

蟄
蓋

「
．
｝
［
層
｝
「
「
＝
’
と

姦
．
盟
、
［

⑫
胃
潰
瘍
の
話

　　東

死郷
長病

高卑

三

一

虫
思

　
胃
貴
」
易
は
、
誰
も
が
知
’
．
げ
、
い
る

　
　
・
唯
　
耳

身
近
な
病
気
で
す
．
今
、
町
報
を
読

ん
で
い
る
方
の
中
に
も
胃
潰
瘍
に
苫

し
ん
だ
体
験
を
持
・
’
，
／
、
い
る
方
が
数

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
慰
い
ま

す　
胃
潰
瘍
の
で
き
る
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
　
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、

過
度
の
飲
酒
、
不
規
則
な
生
活
や
、

あ
る
種
類
の
薬
物
の
長
期
内
服
な
ど

の
た
め
胃
酸
が
多
量
に
分
界
さ
れ
た

り
、
胃
粘
膜
の
血
流
が
悪
く
な
り
粘

膜
が
脆
弱
に
な
プ
．
た
た
め
に
、
び
ら

ん
や
潰
瘍
が
で
き
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
．

　
胃
潰
瘍
の
症
状
は
、
上
腹
部
痛
、

吐
き
気
、
食
欲
不
振
な
ど
で
す
．
．
ひ

ど
い
時
に
は
、
吐
血
、
下
血
な
ど
や

潰
瘍
の
穿
孔
に
よ
る
腹
膜
炎
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
、
ま
た
、
長
い

間
小
旦
里
の
出
血
を
く
り
か
え
し
、
貧

血
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

　
胃
を
検
査
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
と

き
に
は
、
胃
透
視
や
胃
内
視
鏡
で
診

断
を
つ
け
ま
す
．
．
最
近
で
は
内
視
鏡

装
置
の
改
良
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

放
射
線
を
受
け
る
心
配
が
な
い
こ
と
、

病
理
組
織
の
生
検
が
で
き
る
利
点
を

考
慮
し
て
、
内
視
鏡
で
検
査
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
一
．
内
視
鏡

検
査
は
き
っ
か
ズ
．
た
と
人
伝
に
聞
い

て
、
や
ら
な
い
う
ち
か
ら
恐
が
っ
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

一
年
余
の
問
に
町
立
病
院
で
数
百
人

の
方
に
内
視
鏡
検
査
を
行
い
、
う
ま

く
ゆ
か
ず
に
中
止
し
た
よ
う
な
こ
と

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
．
一
た
だ
し
、

す
み
ず
み
ま
で
十
分
に
観
察
し
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必

要
最
低
限
の
我
慢
は
必
要
で
す
一
、

　
さ
て
、
最
後
に
潰
瘍
の
治
療
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
、
潰
瘍
の
治
療

は
こ
の
十
年
間
の
進
歩
が
す
さ
ま
じ

く
、
次
々
に
新
し
い
薬
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
ず
．
以
前
は
胃
酸
の
濃
度
を

う
す
め
る
薬
が
ほ
と
ん
ど
で
、
効
果

“
“《
　　へ
　　　　帆、
「“

、）

つ1へ

砂
イ

“

〃
噛

’

が
不
十
分
な
と
き
に
は
、
胃
酸
分
秘

の
盛
ん
な
胃
L
部
を
部
分
的
に
切
除

し
た
り
、
胃
酸
分
秘
を
促
す
迷
走
神

経
を
切
断
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
．
、
今
で
は
、
胃
酸
の
分
秘
そ

の
も
の
を
減
少
さ
せ
る
薬
が
広
く
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ま
ず
内
科
的
に
治
療
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
．
、

　
出
血
を
伴
っ
て
い
た
り
、
穿
孔
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
潰
瘍
な
ど
は
手
術

が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

の
飲
み
薬
は
、
直
径
五
セ
ン
チ
も
の

潰
瘍
も
治
し
て
し
ま
う
く
ら
い
優
れ

て
い
ま
す
．
時
々
、
潰
瘍
の
治
療
で

毎
日
注
射
に
通
院
し
て
い
る
方
が
い

ま
す
が
、
水
や
食
事
が
摂
取
で
き
な
い

場
合
以
外
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
、
一

そ
ん
な
暇
と
金
が
あ
る
な
ら
ば
欲
し

い
物
に
使
っ
て
、
昼
寝
で
も
し
た
ほ

う
が
ス
ト
レ
ス
が
と
れ
て
、
は
る
か

に
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
．
．

　
胃
潰
瘍
の
一
番
の
問
題
点
は
、
再

発
し
や
す
い
こ
と
で
す
．
、
こ
れ
は
、

生
活
習
慣
や
食
習
慣
の
改
善
が
な
か

っ
た
り
、
途
中
で
治
療
を
中
止
し
て

し
ま
っ
た
り
な
ど
、
個
人
個
人
の
責

任
に
よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

も
と
も
と
正
常
だ
っ
た
胃
に
潰
瘍
が

で
き
る
訳
で
す
か
ら
、
同
じ
こ
と
を

し
て
い
て
は
何
度
で
も
潰
瘍
は
で
き

る
訳
で
す
。
良
い
薬
は
あ
り
ま
す
が
、

魔
法
の
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
、
．
何
事
も

根
気
が
必
要
で
す
．
．

9月9日は「救急の日」

119留

　　は

落
ち
着
い
て
正
確
に

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

8
一
。

　シ二葉
∩
〕　

宏
＋

．
財

。撚7
コ

。
事
故
・
の
発
生
場
所
と
近
く
の
目
標

○
ど
の
よ
う
な
ケ
ガ
か
病
気
か

。
ケ
が
人
、
病
人
の
容
態
（
簡
単
に
）

無
意
所
だ
よ
り

お
年
寄
り
の

　
交
通
事
故
が

　
　
　
急
増
〃

。
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
九
月
十
一
日
～
二
十
日

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
今
年
の
全
国

の
交
通
事
故
死
者
は
、
六
月
二
十
八

日
現
在
で
五
千
二
十
四
人
と
な
り
、

昨
年
よ
り
ト
三
日
も
早
く
五
千
人
を

超
え
ま
し
た
、
最
近
の
事
故
の
特
徴

は
、
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
で
す
．

　
気
持
ち
の
う
え
で
は
若
い
つ
も
り

で
も
、
や
は
り
年
齢
と
と
も
に
体
力

や
運
動
能
力
は
若
い
時
に
比
べ
て
落

ち
る
も
の
で
す
．
．
反
射
神
経
や
敏
捷

性
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
．
．

　
ま
た
、
視
力
や
聴
力
も
若
い
時
と

同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
、
こ
の
へ
ん
の

と
こ
ろ
を
冷
静
に
考
え
て
み
る
こ
と

も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
．

轟
乏
膨

　
、
・
や
　
　
　
”
…

　
　
　
　
　
、

轟
hノ

〆
照

照



弔祓：垢年9月号
11［

、
つ

こ“
・
つ町 報　　と

回
警

語回青
年
リ
ー

0
つ

　
　
　
の萎　　　

ダ
ー

6／

国
内
研
修
生
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
唱
成
二
年

度
の
国
内
研
修
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す

▽
募
集
予
定
人
員
　
若
「
「
名

▽
派
遣
先
　
北
海
道
幕
別
町

▽
期
間
　
生
成
2
年
6
月
予
定

　
　
　
　
〔
4
泊
5
日
）

▽
対
象
者
　
町
占
年
団
活
動
に
積
極

　
的
に
参
加
し
、
今
後
も
青
年
団
活

　
動
の
リ
ー
ダ
ー
－
と
し
！
、
期
待
で
き

　
る
者

▽
募
集
期
限
　
平
成
．
厄
年
9
月
鋤
日

▽
参
加
申
込
及
び
問
い
合
せ

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

林
業
巡
回
検
診

　
今
年
度
の
林
業
振
動
障
害
〔
白
ろ

う
病
）
検
診
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
一

　
振
動
障
害
は
、
重
度
に
な
る
と
な

か
な
か
沽
り
に
く
い
と
．
「
．
口
わ
れ
て
い

ま
す
　
継
続
的
に
健
康
診
断
を
受
け

い
期
発
見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と
か

大
切
で
す

　
林
業
雇
用
労
働
者
及
び
雇
用
さ
れ

〆、

｢
な
い
一
人
親
片
》
は
、
　
こ
の
機
八
；

に
是
非
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内

し
ま
す

▽
日
時
　
P
月
3
日
　
9
時
～
1
6
時

　
　
　
　
　
　
〔
受
付
8
時
二
分
｝

▽
場
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館

▽
受
診
料

　
林
業
雇
用
労
働
者

　
　
　
3
、
6
0
5
円
〔
消
費
、
税
込
一

　
　
う
ち
2
、
5
0
0
円
は
町
が
補
助

　
一
人
親
方

　
　
　
県
か
ら
全
額
補
助

▽
申
込
及
び
問
い
合
せ

　
役
場
林
政
課
、
ま
た
は
森
林
組
合

調
停
相
談
会

　
宮
崎
調
停
協
会
連
合
会
及
び
日
向

地
区
調
停
協
会
で
は
、
最
高
裁
判
所

の
委
嘱
に
基
づ
き
無
料
調
停
相
談
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
．
．

▽
日
時
　
平
成
元
年
9
月
2
6
日

　
　
　
　
　
　
　
0
ヒ
す
～
F
D
L
寸

　
　
　
　
　
　
　
－
　
日
　
　
　
　
－
　
阿
μ

▽
場
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館

▽
相
談
内
容
　
交
通
事
故
、
公
害
、

　
土
地
建
物
、
金
銭
、
家
庭
問
題
等

▽
費
用
無
料

▽
主
催
　
　
宮
崎
調
停
協
会
連
合
会
、

　
日
向
地
区
調
停
協
会

▽
後
援
　
日
向
簡
易
裁
判
所
、

　
家
庭
裁
判
所
日
向
出
張
所

宮
崎

郵
便
外
務

　
　
　
職
員
募
集

　
瓦
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
の

郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
．

▽
採
用
予
定
人
員
　
約
励
名

（北
繽
B
地
区
　
七
二
名
南
口
州
地
区
　
約
5
0
名
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日

　
か
ら
昭
和
4
7
年
4
月
－
日
ま
で
に

　
牛
ま
れ
た
老

▽
募
集
期
間
　
9
月
1
日
晦
～
9
月

　
－
o
日
曲

▽
第
一
次
試
験
日
　
1
0
月
8
日
曲

▽
第
二
次
試
験
日
　
1
1
月
1
一
旬
～
中

　
旬
▽
試
験
地
　
宮
崎
市
等
1
2
ヵ
所

▽
問
い
合
せ
先
　
最
寄
り
の
郵
便
局

行
政
相
談
・

　
　
　
　
人
権
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▽
行
政
相
談
委
員

　
　
東
郷
町
仲
深

▽
人
権
相
談
委
員

　
　
東
郷
町
芋
苗

　
　
　
　
　
羽
坂

　
　
　
　
　
越
表

山
口
俊
］

ド
ロ
コ
ロ
　
マ
ヒ
　
ロ
ロ
も
も

景
イ
禾
・
杉
ド

山
本
和
年

海
野
俊
男

県
の
機
関
は
、
8
月
か
ら
毎
月
の

　
　
　
第
2
・
第
4
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し
た

　
県
で
は
、
6
月
議
会
に
お
い
て
、

一
宮
崎
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
」

を
制
定
し
、
国
と
同
様
、
毎
月
第
2
・

第
4
土
曜
日
を
閉
庁
し
、
原
則
と
し

て
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
．

　
た
だ
し
、
県
立
の
病
院
、
高
校
、

博
物
館
、
図
書
館
、
入
所
型
社
会
福

祉
施
設
、
少
年
自
然
の
家
な
ど
は
、

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
業
務
を
行
う
機
関
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
、
御
利
用
の
と
こ
ろ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
四
期

箸
急a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

・
り
町
社
ム
ム
短
旧
掛
構
軸
議
ム
ム
へ
口
仕
ム
五
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
一
．

◎
沈
深
の
三
浦
ス
ナ
ヱ
さ
ん
か
ら

　
（
常
吉
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

幽
・
・
聯
砂
毒
母
毒
融
φ
噌
母
砂
φ
・
碑
魯

鱒
引
証
縫
襲

魯
齢
・
幸
魯
命
傘
・
畢
φ
命
魯
魯
争
・
尊
魯
・

　
　
（
七
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

池 赤

田
ち
や

三 ん
由 の
紀 名

勇 父

の
人 名

小 住
野
田 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

野

正

義

血

幸

吉

浦

常

吉

氏

名
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